
一
九
三

0
年
代
か
ら
四

0
年
代
の
東
ア
ジ
ア
に
は
、
地
政
学
的
に
区
切
ら
れ
た
権
力
空
間
と
と
も
に
、
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
た
超

域
的
な
空
間
が
拮
抗
し
て
い
た
。
そ
れ
が
ラ
ジ
オ
・
メ
デ
ィ
ア
空
間
で
あ
る
。

こ
の
メ
デ
ィ
ア
空
間
は
、
特
定
の
放
送
局
の
電
波
圏
域
、
特
定
の
周
波
数
し
か
受
信
で
ぎ
な
い
制
限
付
き
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
が
頒

布
（
登
録
）
さ
れ
た
地
域
、
放
送
を
通
じ
て
強
制
／
受
容
さ
れ
る
言
説
空
間
等
を
包
括
す
る
複
合
的
で
重
層
的
な
特
徴
を
も
つ
。
日

本
の
影
響
下
に
あ
っ
た
ラ
ジ
オ
・
メ
デ
ィ
ア
空
間
で
は
、
日
本
放
送
協
会
に
準
じ
た
放
送
協
会
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
電
波
が
往
来
し

(

2

)

(

3

)

 

て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
外
地
の
朝
鮮
放
送
協
会
、
台
湾
放
送
協
会
、
南
モ
ン
ゴ
ル
の
蒙
彊
広
播
協
会
、
関
内
で

は
華
北
広
播
協
会
、
華
中
・
華
南
を
管
轄
と
し
た
中
国
広
播
事
業
建
設
協
会
（
日
本
側
の
呼
称
は
中
国
放
送
協
会
）
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ば
れ
て
い
た
。
一
方
、
こ
れ
に
対
抗
し
た
の
が
、
中
華
民
国
国
民
政
府
に
よ
る
放
送
網
、
中
国
共
産
党
革
命
根
拠
地
を
中
心
と

は
じ
め
に

第

2
章

ラ
ジ
オ
・

貴

志

俊

彦

メ
デ
ィ
ア
空
間
を
め
ぐ
る

8
中
電
波
戦
争

第 1部 戦争とラジオ 26 



放
送
協
会
シ
ス
テ
ム
の
拡
大

日
本
内
地
で
は
、
一
九
二
五
年
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
に
放
送
協
会
が
成
立
し
、
翌
年
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
社
団
法
人
日
本
放
送

協
会
が
成
立
し
た
。
一
方
、
外
地
で
は
、
一
九
二
五
年
六
月
に
台
湾
総
督
府
旧
庁
舎
で
、
ま
た
八
月
に
は
関
東
庁
逓
信
局
で
そ
れ
ぞ

れ
ラ
ジ
オ
の
試
験
放
送
が
試
み
ら
れ
、
二
七
年
二
月
に
は
日
本
の
四
番
目
の
放
送
局
と
し
て
京
城
放
送
局
が
放
送
を
開
始
し
た
（
台

湾
の
正
式
放
送
開
始
は
二
九
年
一
月
）
。
こ
れ
ら
各
地
の
放
送
｀
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
あ
っ
た
の
が
、
一
九
二
八
年
五
月
東
京
に
設
置

さ
れ
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
で
は
最
大
級
の
出
力
を
備
え
た
一

0
k
W
放
送
局
だ
っ
た
。
そ
の
放
送
が
湖
北
、
安
徽
、
湖
南
、
福
建
等

で
も
受
信
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
巨
大
出
力
に
よ
る
電
波
戦
争
の
引
ぎ
金
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
同
年
十
一
月
、
昭
和
天
皇
の
即
位
の
大
典
を
実
況
中
継
す
る
た
め
に
、
内
地
の
放
送
局
と
、
京
城
、
台
北
、
大
連
等
の

外
地
と
を
む
す
ふ
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
（
日
本
放
送
協
会
一
九
三
九
こ
一
五
七
）
。
そ
の
後
、
一
九
三
一
年
一
月
に
台
湾

で
は
東
京
局
と
同
じ
く
一

0
k
W
放
送
が
開
始
さ
れ
、
朝
鮮
で
は
三
二
年
四
月
朝
鮮
放
送
協
会
の
発
足
と
と
も
に
、
京
城
放
送
局
の

出
力
を
一

0
k
W
に
増
力
さ
せ
た
。
さ
ら
に
満
洲
で
も
一
九
三
四
年
十
一
月
に
首
都
新
京
に
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
で
は
最
大
級
の
一

0
0
k
W
と
い
う
出
力
を
も
つ
放
送
局
を
新
設
し
た
（
帝
国
圏
の
放
送
局
に
つ
い
て
は
本
書
巻
末
資
料
ー
を
参
照
）
。

こ
の
放
送
協
会
シ
ス
テ
ム
は
、
政
府
の
強
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
で
、
複
数
の
放
送
局
の
放
送
内
容
の
み
な
ら
ず
、
財
政
、
運
営
等

を
管
轄
す
る
こ
と
で
機
能
し
て
い
た
。
リ
ス
ナ
ー
の
増
減
の
完
全
な
統
計
は
な
い
が
、
グ
ラ
フ
ー
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
内
地
は
満

洲
事
変
、
慮
溝
橋
事
変
等
を
契
機
に
リ
ス
ナ
ー
が
増
加
し
た
の
に
対
し
て
、
台
湾
や
朝
鮮
で
は
出
力
の
増
大
、
二
重
放
送
の
開
始
の

ヽ

し
た
延
安
放
送
、

一九――

-0年
代
、

放
送
圏
域
の
拡
大
と
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
開
始

さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
も
放
射
対
象
と
す
る
米
国
、

イ
ギ
リ
ス
、

ソ
連
等
の
海
外
放
送
で
あ
っ
た
。
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グラフ 1 地域別リスナー数

内地リスナー数（万人）

800 

700 

600 
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400 
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゜

その他リスナー数（万人）

._d 
九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九

ニ ニ ニニニニ三三三三 三三 三 三 三 三四四四四四四

四五六七八九 〇 ーニ三四 五 六七八九〇ーニ三四 五

0

5

0

5

0

5

0

5

0

 

5

4

4

3

3

2

2

1

1

5

0

 

＇ 

年

出典： r放送』第8巻第2号、 1938年、 50、56頁
rラヂオ年鑑』昭和17年、 357頁
内地の数は『満洲放送年鑑」第2巻、 180頁

華北地域の数は、北京市樅案館所蔵「華北広播協会梢案Jl09」

式
に
開
始
し
た
（
呉
道

一
九
六
八
こ
一
四
ー
ニ
七
／
曽
虚
白

日
中
間
に
お
け
る
「
電
波
戦
争
」
の
激
化

一
方
、
蒋
介
石
を
首
班
と
す
る
南
京
国
民
政
府
は
、
満

洲
事
変
の
翌
年
に
あ
た
る
一
九
三
二
年
七
月
に
中
央
広
播

無
線
局
管
理
処
を
設
置
し
電
波
戦
争
に
挑
ん
だ
。
そ
し
て

同
年
十
一
月
十
三
日
、
故
孫
文
生
誕
の
日
を
期
し
て
、
南

京
で
七
五

k
W
の
中
央
放
送
局

(
X
G
O
A
)

の
放
送
を
正

一
九
六
六
／
膠
遠
泰
・
呉
疏
濯
編

一
九
九
八
）
。
こ
の
放
送

局
の
出
力
は
日
本
を
凌
駕
し
、
当
時
世
界
第
三
位
の
出
力

を
も
っ
た
。
夜
間
な
ら
ば
鉱
石
ラ
ジ
オ
で
も
長
江
下
流
域

で
受
信
で
き
た
と
い
う
。

中
央
広
播
無
線
局
管
理
処
が
設
置
さ
れ
る
と
、
本
書
末

尾
「
資
料
2
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
の
主
要
都
市

に
は
公
営
放
送
局
が
次
々
と
成
立
し
て
い
っ
た
。
一
九
三

二
年
か
ら
三
五
年
ま
で
に
、
雲
南
、
江
西
、
山
東
、
山

西
、
湖
南
、
河
南
、
広
西
、
四
川
、
江
蘇
等
で
省
政
府

が
、
ま
た
漢
口
や
上
海
で
は
市
政
府
が
、
そ
れ
ぞ
れ
公
営

後
に
リ
ス
ナ
ー
が
増
え
た
よ
う
で
あ
る
。
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放
送
を
開
始
し
た
。
中
央
広
播
無
線
局
管
理
処
も
、
北
京
政
府
時
代
に
設
置
さ
れ
た
各
省
の
放
送
局
を
接
収
し
、

州
放
送
局
、
河
北
放
送
局
を
、
三
七
年
に
は
長
沙
放
送
局
等
を
公
営
放
送
局
に
改
組
し
た
。
ま
た
、
交
通
部
も
、

海
で
、
三
六
年
に
成
都
で
放
送
局
を
新
設
し
た
。
さ
ら
に
、
上
海
を
中
心
に
民
営
放
送
局
も
た
く
さ
ん
開
設
さ
れ
た
（
温
世
光

八
一
円
五
ー
六
、
一
四
ー
一
九
、
ニ
―
ー
ニ
四
）
。
こ
の
よ
う
に
中
国
各
地
に
は
、
一
九
―
―

-
0年
代
国
民
党
、
地
方
政
府
、
民
営
の
ラ
ジ
オ

放
送
局
が
陸
続
成
立
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
連
携
す
る
放
送
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
技
術
上
、
管
理
上
の
問
題
か
ら
局
地
的
な
も
の
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
番
組
を
聴
取
す
る
リ
ス
ナ
ー
の
数
も
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
日
本
、
中
国
各
地
に
お
け
る
放
送
局
の
設
置
、
出
力
の
巨
大
化
は
、
東
ア
ジ
ア
各
地
で
電
波
障
害
を
起
こ
し
、
「
電

波
戦
争
」
を
激
化
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
特
に
七
五

k
W
の
出
力
を
有
す
る
南
京
中
央
放
送
局
の
周
波
数
は
、
福
岡
放
送
と
一
キ

ロ
サ
イ
ク
ル
し
か
違
わ
な
か
っ
た
た
め
、
華
語
放
送
や
中
華
音
楽
を
受
信
し
た
九
州
各
地
、
台
湾
、
京
城
の
リ
ス
ナ
ー
は
、
こ
れ
を

「
怪
放
送
]
と
騒
ぎ
た
て
た
。
当
時
、
福
岡
放
送
局
の
出
力
が
五

O
O
W
、
東
京
、
台
湾
、
京
城
の
放
送
局
が
そ
れ
ぞ
れ
一

0
k
W

に
す
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
南
京
中
央
放
送
局
は
桁
違
い
の
出
力
を
備
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
南
京
の
放
送
局
の
放
送
番
組

は
、
特
に
政
治
的
な
。
フ
ロ
。
ハ
ガ
ン
ダ
に
偏
重
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
三
時
間
、
教
育
番
組
三
時
間
、
娯
楽
番
組
二
時

間
四
卜
分
、
そ
の
他
商
況
や
時
報
等
一
時
間
二
十
分
と
い
っ
た
構
成
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
政
府
は
外
務
省
を
通
じ
て
南
京
国

民
政
府
へ
抗
議
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
一
九
三
三
年
九
月
に
周
波
数
が
変
更
さ
れ
、
混
乱
し
た
事
態
は
ひ
と
ま
ず
収
束
し
た
（
荒
川

一
九
五
一
こ
ハ
六
O
I
六
六
一
）
。
し
か
し
、
こ
の
「
怪
放
送
」
は
、
日
本
の
放
送
政

一
九
―
―
工
門
四
一
ー
四
二
／
『
日
本
放
送
史
』

策
を
大
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

大
太
郎

中
央
広
播
事
業
指
導
委
員
会
の
成
立

南
京
の
中
央
広
播
無
線
局
管
理
処
は
、
放
送
局
の
増
加
と
と
も
に
、

リ
ス
ナ
ー
の
管
理
を
開
始
し
た
。

一
九
三
一
年
、
同
管
理
処 一九

一
九
三
四
年
に
福

一
九
三
四
年
に
上
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は
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
登
記
制
を
進
め
る
た
め
に
、
「
装
設
広
播
無
線
電
収
音
機
登
記
暫
行
弁
法
」
を
公
布
し
た
。
こ
う
し
た
登
記
制

の
実
施
は
、
一
九
―
―

1
0年
公
布
の
「
出
版
法
」
「
電
影
検
査
法
」
、
三
四
年
公
布
の
「
検
査
新
聞
大
綱
」
等
と
も
に
、
国
民
党
に
よ
る

メ
デ
ィ
ア
統
制
法
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

中
国
全
土
の
放
送
事
業
に
つ
い
て
概
観
す
れ
ば
、
グ
ラ
フ

2
の
よ
う
に
、
一
九
―
―

-
0年
代
前
半
に
設
置
さ
れ
た
放
送
局
の
数
は
多

く
な
く
、
放
送
事
業
は
停
滞
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
四
年
九
月
に
実
施
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
受
信
機
普
及
調
査
で

は
、
江
蘇
省
が
七
七
・
六
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
河
北
省
六
．

0
％
、
安
徽
省
―
―
-
•
八
％
、
山
東
省
三
・
一
％
、
浙
江
省
ニ
・

八
％
、
広
東
省
―
―
•
四
％
、
湖
北
省
一
・
六
％
に
す
ぎ
ず
（
『
満
洲
放
送
年
鑑
』
二
巻
こ
ニ
―
O
)
、
人
口
千
人
当
た
り
の
ラ
ジ
オ
の
普
及

率
に
地
域
的
偏
差
が
あ
っ
た
。

一
九
三
四
年
九
月
に
は
中
央
広
播
無
線
局
管
理
処
は
状
況
を
改
善
し
、
沿
海
地
域
を
中
心
に
リ
ス
ナ
ー
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に

(4) 

『
広
播
週
報
』
を
創
刊
し
た
。
こ
の
週
刊
誌
は
、
名
士
の
講
演
、
各
地
の
ラ
ジ
オ
番
組
、
放
送
知
識
、
流
行
音
楽
の
楽
譜
等
を
掲
載

し
て
お
り
、
当
初
は
毎
期
二
万
部
発
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
断
続
的
な
が
ら
一
九
四
八
年
ま
で
出
版
さ
れ
、
リ
ス
ナ
ー
の
獲
得
に
は

あ
る
程
度
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
本
書
第
2
部
第
6
章
参
照
）
。

さ
ら
に
事
業
を
拡
大
す
る
た
め
、
一
九
三
六
年
一
月
に
中
央
広
播
無
線
局
管
理
処
は
中
央
広
播
事
業
管
理
処
に
改
組
さ
れ
、
呉
保

豊
が
処
長
、
呉
道
一
が
副
処
長
に
着
任
し
た
。
呉
道
一
は
、
一
九
五

0
年
代
ま
で
中
華
民
国
の
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
を
推
進
す
る
中
心

人
物
だ
っ
た
。
こ
の
改
組
に
つ
づ
き
、
翌
月
に
は
全
国
の
放
送
事
業
を
統
括
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
た
め
の
審
議
機
関
と
し

て
、
あ
ら
た
に
中
央
広
播
事
業
指
導
委
員
会
が
発
足
し
た
。
委
員
長
に
は
陳
果
夫
、
副
委
員
長
に
は
呉
保
豊
が
就
任
し
、
軍
事
委
員

会
、
中
央
宣
伝
部
、
中
央
広
播
事
業
管
理
処
、
内
政
部
、
外
交
部
、
交
通
部
、
教
育
部
、
中
央
文
化
事
業
計
画
委
員
会
か
ら
各
一
名

が
委
員
と
し
て
参
画
し
た
。
同
委
員
会
の
組
織
大
綱
に
よ
る
と
、
そ
の
権
限
は
、
①
放
送
網
の
計
画
ぉ
よ
び
統
制
、
②
放
送
局
の
設

置
お
よ
び
取
締
、
③
放
送
事
業
法
規
の
策
定
、
④
放
送
局
の
周
波
数
の
分
配
、
⑤
放
送
機
器
の
企
画
審
査
、
⑥
放
送
番
組
の
審
査
、
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グラフ2

所属電台数

国民党中央広播無線局管理処歴年事業統計

1
7
1
6
1
5
1
4
1
3
1
2
1
1
1
0
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0
 

Eニコ所属電台数

-+-電力(kW)_J

電力 (KW)

180 

160 

140 

120 

100 

80 

60 

40 

20 

- - - - - - - - - - - - - - - - -
九九九九九九九九 九九九九九九九九九
＝＝＝＝＝  = = = - - - - - - - -

八九〇
＝＝四四四四四

ーニ三四五六七八九〇ーニ三四 年

出典： r我国広播事業概況』中央広播事業管理処、1944年3月24日（中国第二歴史樅
案館・中央広播事業管理処楷案、全巻号三六八、案巻号747)

⑦
受
信
機
の
調
査
お
よ
び
登
記
、
⑧
国
内
外
放
送
の
傍
受
、
⑨
放

送
機
器
自
給
計
画
の
策
定
、
⑩
国
際
放
送
会
議
へ
の
参
加
、
と

い
っ
た
幅
広
い
事
項
に
わ
た
っ
た
（
章
末
、
資
料
⑧
）
。

一
九
三
六
年
十
月
、
こ
の
中
央
広
播
事
業
指
導
委
員
会
の
審
議

を
へ
て
、
「
指
導
全
国
広
播
電
台
播
送
節
目
塀
法
」
が
公
布
さ
れ

た
。
同
法
に
よ
り
、
各
地
の
放
送
番
組
は
同
委
員
会
の
審
査
を
う

け
る
こ
と
を
義
務
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
番
組
内
容
に
も
規
制
を
設

け
、
娯
楽
番
組
は
放
送
全
体
の
六

0
％
以
下
（
う
ち
C
M
は
二

0
%

以
下
）
と
し
、
残
り
四

0
％
以
上
は
教
育
的
番
組
を
放
送
す
る
よ

う
に
規
制
し
た
ほ
か
、
北
京
語
に
よ
る
放
送
を
原
則
と
し
た
。
こ

う
し
て
中
華
民
国
の
ラ
ジ
オ
・
メ
デ
ィ
ア
は
北
京
語
1
1
国
語
と
し

て
全
国
的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
き
わ
め
て
効
率
的
な
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
な
り
、
「
国
語
」
の
普
及
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
劇
で

、、、、

あ
っ
た
京
劇
を
民
族
的
な
演
劇
に
発
展
さ
せ
る
操
置
と
し
て
機
能

し
た
の
で
あ
る
。一
九
三
七
年
四
月
に
は
「
民
営
放
送
電
台
違
背
〈
指

導
播
送
雛
法
〉
之
処
分
簡
則
」
「
播
音
節
目
内
容
審
査
標
準
」
の

施
行
を
決
め
、
各
省
県
市
お
よ
び
民
営
の
放
送
局
に
対
す
る
中
央

広
播
事
業
指
導
委
員
会
の
権
限
を
強
化
し
た
。
た
と
え
ば
、
日
曜

さ
ら
に
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日
を
除
い
て
中
央
放
送
局
の
放
送
を
中
継
す
る
こ
と
を
義
務
と
し
、
こ
れ
が
実
施
で
き
な
け
れ
ば
放
送
停
止
と
い
う
厳
し
い
措
置
を

強
い
た
（
曽
虚
白
一
九
六
六
~
六
0
八
）
。
こ
う
し
た
全
国
的
な
放
送
事
業
管
理
の
試
み
は
、
そ
れ
ま
で
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
放

送
事
業
の
中
央
集
権
化
を
促
し
た
ほ
か
、
中
継
放
送
の
強
制
は
南
京
国
民
政
府
の
首
脳
陣
の
声
を
全
国
に
直
接
に
伝
播
す
る
こ
と
を

可
能
に
さ
せ
た
。
中
央
広
播
事
業
指
導
委
員
会
は
、
い
ま
や
国
民
党
系
放
送
局
だ
け
で
な
く
、
各
地
の
公
営
・
民
営
放
送
局
に
対
し

て
も
影
響
力
を
も
つ
組
織
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

た
だ
こ
の
時
期
、
こ
の
委
員
会
の
意
向
が
公
営
放
送
局
に
徹
底
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
七
年

二
月
、
西
安
放
送
局
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
放
送
を
お
こ
な
い
、
蒋
介
石
に
対
し
て
抗
日
を
迫
る
要
求
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が

『
宣
撫
月
報
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、
「
①
日
本
は
従
来
よ
り
と
り
来
た
れ
る
帝
国
主
義
を
握
棄
せ
よ
、
②
張
学
良
氏
を
即
時
西
安
に
返

還
せ
よ
、
③
抗
日
青
年
将
校
を
釈
放
せ
よ
、
④
抗
日
は
支
那
大
衆
の
要
求
で
あ
る
、
⑤
中
央
が
若
し
吾
人
の
要
求
を
容
れ
ず
依
然
と

し
て
軟
弱
な
る
対
日
政
策
を
遂
行
す
る
場
合
は
、
干
学
忠
、
楊
虎
城
は
部
下
を
率
ゐ
て
中
央
討
伐
の
兵
を
起
す
、
⑥
毛
沢
東
は
目
下

西
安
に
あ
り
、
我
等
の
主
旨
に
同
意
な
る
が
、
抗
日
戦
の
た
め
に
紅
軍
を
先
ず
山
西
省
に
入
れ
る
」
（
『
宣
撫
月
報
』
ニ
ー
ニ
―
九
三
七
~

―
―
一
三
）
。
ラ
ジ
オ
放
送
は
中
央
ー
地
方
関
係
の
微
妙
な
政
治
バ
ラ
ン
ス
を
は
ら
ん
だ
国
内
世
論
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
場
で
も
あ
っ
た
。

リ
ス
ナ
ー
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
一
九
三
五
年
初
頭
か
ら
導
入
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
番
組
、
な
か
で
も
愛
国
、
報
国
を
描
く
ド
ラ
マ

に
と
り
わ
け
人
気
が
で
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
内
容
か
ら
み
れ
ば
、
若
者
の
失
業
問
題
、
恋
愛
問
題
、
結
婚
問
題

等
、
生
活
空
間
に
か
か
わ
る
ト
ピ
ッ
ク
が
多
か
っ
た
ほ
か
、
特
に
都
市
中
閻
層
の
女
性
が
抱
え
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
提
起
す
る
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
新
聞
と
同
様
に
ラ
ジ
オ
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
（
松
浦
恒
雄
二
0
一
四
i
九
五
~
1
0
0
)。

満
洲
国
に
よ
る
放
送
統
合

一
九
三
二
年
三
月
に
成
立
し
た
満
洲
国
は
、
翌
年
に
電
気
通
信
事
業
を
統
一
す
る
た
め
、

日
本
政
府
と
の
共
同
監
督
下
に
満
洲
電
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信
電
話
株
式
会
社
（
以
下
、
満
洲
電
電
と
略
称
）
を
設
置
し
た
。
発
足
の
際
、
関
東
庁
逓
信
局
か
ら
大
連
放
送
局
を
引
き
継
ぎ
、
満
洲

国
交
通
部
か
ら
新
京
、
奉
天
、
ハ
ル
ビ
ン
の
三
局
を
譲
り
受
け
て
、
翌
年
九
月
か
ら
電
信
、
電
話
、
放
送
と
い
う
通
信
三
大
事
業
を

包
括
的
に
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
満
洲
電
電
は
、
同
年
十
一
月
に
首
都
新
京
に
東
ア
ジ
ア
最
大
級
の
一

0
0
k
W
放
送

に

わ

や

す

じ

ろ

う

局
を
新
設
し
た
（
本
書
第
2
部
第
5
章
参
照
）
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
た
送
信
機
は
、
日
本
電
気
株
式
会
社
丹
羽
保
次
郎
博
士
に
よ
る
日
本

初
の
水
冷
式
真
空
管
を
備
え
る
純
国
産
品
で
あ
り
、
そ
の
後
こ
の
モ
デ
ル
は
日
本
各
地
で
踏
襲
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
新
京
放
送

局
と
大
連
、
奉
天
、
ハ
ル
ビ
ン
と
の
間
に
中
継
専
用
の
搬
送
式
電
話
装
置
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
雑
音
の
な
い
中
継
放
送

が
聴
取
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
資
料
⑤
）
。

満
洲
国
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
政
府
、
関
東
軍
司
令
官
、
満
洲
国
軍
事
官
憲
の
監
督
を
受
け
、
内
部
的
に
は
弘
報
委
員
会
の
指
導
下

に
あ
っ
た
放
送
委
員
会
が
宣
伝
、
国
民
教
化
を
お
こ
な
っ
た
。
さ
ら
に
南
京
国
民
政
府
の
放
送
や
、
一
九
三
三
年
当
時
と
し
て
は
想

像
を
絶
す
る
五

0
0
k
W
と
い
う
大
出
力
送
信
機
を
も
つ
モ
ス
ク
ワ

P
B
I
局
へ
の
対
抗
措
置
の
た
め
の
指
導
も
意
図
し
て
い
た
。

当
然
放
送
統
制
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
放
送
番
組
の
編
成
は
、
放
送
局
所
在
地
の
郵
政
管
理
局
（
大
連
で
は
逓
信
官
署
逓
信
局
）
に
届

け
て
検
閲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
『
宣
撫
月
報
』
ニ
ー
六
品
竺
ー
四
三
）
。

こ
の
と
き
、
満
洲
国
の
リ
ス
ナ
ー
は
一
万
―

1
0
0
0人
を
超
え
た
が
、
中
国
人
リ
ス
ナ
ー
は
そ
の
う
ち
の
一
割
ほ
ど
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
中
国
人
へ
の
ラ
ジ
オ
の
普
及
を
促
す
た
め
に
は
、
安
価
な
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
製
造
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
―
―
一
六

年
秋
に
満
洲
電
電
は
日
本
内
地
で
製
造
し
た
普
及
型
、
標
準
型
九
種
類
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
販
売
に
踏
み
切
り
、
各
放
送
課
内
に
商
事

係
を
、
各
地
に
販
売
と
保
守
を
お
こ
な
う
営
業
所
を
設
置
し
た
。
こ
の
よ
う
に
放
送
局
が
販
売
か
ら
保
守
ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
い
う
経
営
方
式
は
、
台
湾
、
朝
鮮
、
華
北
、
華
中
で
も
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
三
六
年
十
一
月
、
満
洲
電
電
が
華

語
日
本
語
の
二
重
放
送
を
開
始
し
た
こ
と
で
中
国
人
リ
ス
ナ
ー
は
増
加
し
て
い
っ
た
（
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
一
九
三
七
こ
一
六
七
）
。

そ
の
ほ
か
、
満
洲
国
が
標
榜
す
る
「
五
族
協
和
」
を
促
進
す
る
た
め
に
、

い
く
つ
か
の
放
送
用
言
語
が
採
用
さ
れ
た
。
新
京
放
送
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二、

局
で
の
二
重
放
送
は
一
九
三
六
年
十
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
日
本
語
放
送
は
、
一

0
k
W出
力
の
新
京
第
一
局
、
奉
天
局
、
ハ
ル

ビ
ン
局
で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
放
送
回
数
、
放
送
時
間
と
も
、
全
体
の
七
割
近
く
を
占
め
た
。
そ
の
次
に
多
か
っ
た
の
は
華
語
放

送
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
一

0
0
k
W出
力
の
新
京
第
一
一
局
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
放
送
内
容
は
六
割
近
く
が
娯
楽
番
組
、
二
割
が
教

養
番
組
、
残
り
が
ニ
ュ
ー
ス
と
子
供
番
組
と
い
っ
た
割
合
で
編
成
さ
れ
た
。
新
京
第
二
局
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
放
送
も
お
こ
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
一

0
0％
が
娯
楽
番
組
だ
っ
た
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
語
放
送
は
、
ニ
ュ
ー
ス
と
講
演
が
中
心
で
あ
り
、
白
系
ロ
シ
ア
人

が
多
数
居
住
す
る
新
京
第
一
局
と
ハ
ル
ビ
ン
局
で
放
送
さ
れ
た
。
前
者
で
放
送
さ
れ
た
「
北
満
の
時
間
」
は
、
白
系
ロ
シ
ア
人
の
反

共
的
思
想
を
普
及
さ
せ
る
目
的
の
番
組
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
語
は
い
ず
れ
の
放
送
局
で
も
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
回
数
、
放

送
時
間
と
も
、
ロ
シ
ア
語
放
送
よ
り
も
少
な
く
、
演
芸
番
組
、
ニ
ュ
ー
ス
、
教
養
講
座
が
中
心
だ
っ
た
（
『
宣
撫
月
報
』
ニ
ー
六
乙
四
四

ー
四
八
、
五
五
、
五
七
）
。
言
語
で
二
分
化
さ
れ
た
放
送
シ
ス
テ
ム
は
、
一
面
で
は
満
洲
国
と
し
て
の
画
一
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

形
成
す
る
こ
と
を
阻
害
す
る
反
面
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
各
民
族
を
函
満
洲
国
の
公
共
空
間
へ
参
画
さ
せ
た
」
と
の
興
味
深
い
指

摘
も
あ
り
（
白
戸
健
一
郎
二

0
一
三
~
一
0
七
）
、
今
後
検
討
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

日
中
戦
争
期
の
電
波
戦
争
と
国
際
世
論
の
獲
得
戦

日
本
の
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
域
化
・
ブ
ロ
ッ
ク
化

一
九
三
七
年
七
月
に
慮
溝
橋
事
変
が
勃
発
す
る
と
、
日
本
、
満
洲
国
に
加
え
、
中
国
沿
岸
地
域
と
の
一
体
化
を
強
化
す
る
た
め

に
、
日
本
影
響
下
に
あ
っ
た
放
送
局
は
臨
戦
体
制
に
備
え
る
。
フ
ロ
。
ハ
ガ
ン
ダ
用
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
し
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

華
北
で
は
、
慮
溝
橋
事
変
勃
発
と
と
も
に
、
軍
特
務
機
関
が
各
地
の
放
送
局
を
接
収
あ
る
い
は
爆
破
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
内
地

と
の
連
絡
放
送
を
強
化
す
る
た
め
に
、
十
月
下
旬
北
京
中
央
放
送
局
に
通
州
の
五

O
O
W
出
力
器
を
移
転
し
て
一

k
W
放
送
局
を
設
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置
し
た
。
そ
の
結
果
、
華
北
か
ら
日
本
内
地
へ
の
入
中
継
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
北
支
方
面
軍
司
令
部
が
策
定
し
た
「
北
支
放

送
暫
定
処
理
要
綱
」
に
準
じ
て
、
一
九
三
八
年
一
月
に
北
京
中
央
放
送
局
を
五

0
k
W
に
増
力
し
た
。
さ
ら
に
、
翌
年
十
一
月
に
は

北
京
双
橋
無
線
台
を
利
用
し
て
、
新
京
放
送
局
と
同
規
模
の
一

0

0
k
W
の
巨
大
放
送
局
を
設
置
し
た
。
当
時
、
北
支
方
面
軍
の
指

導
に
よ
り
放
送
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
軍
司
令
部
参
謀
部
・
特
務
部
、
海
軍
、
大
使
館
、
日
本
放
送
協
会
の
担
当
者
が
そ
の
任
に
就

い
た
。
放
送
委
員
会
は
、
石
門
、
太
原
、
済
南
、
青
島
、
唐
山
等
に
小
放
送
局
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
、
日
本
放
送
協
会
に
経
費

の
負
担
や
運
営
等
の
現
場
業
務
を
任
せ
た
（
資
料
①
、
⑨
）
。
ま
た
、
満
洲
電
電
が
天
津
及
び
北
京
の
放
送
局
と
の
間
で
満
華
交
換
放

送
を
開
始
し
、
ま
た
在
津
軍
用
無
線
電
話
施
設
を
併
用
し
て
、
天
津
か
ら
送
出
、
受
入
れ
放
送
を
始
め
る
と
い
う
対
内
地
出
中
継
を

お
こ
な
っ
た
こ
と
で
、
華
北
の
放
送
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
本
の
放
送
協
会
網
と
の
連
絡
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

華
中
・
華
南
で
は
、
一
九
三
七
年
末
に
設
置
さ
れ
た
大
上
海
放
送
局
が
、
放
送
宣
伝
の
前
進
基
地
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
一
九

三
八
年
―
―
一
月
南
京
の
維
新
政
府
成
立
の
実
況
中
継
や
、
三
九
年
七
月
に
注
精
衛
が
全
国
向
け
に
お
こ
な
っ
た
講
演
放
送
が
発
信
さ
れ

た
。
ま
た
、
三
八
年
四
月
、
上
海
で
新
設
さ
れ
た
放
送
無
線
電
監
督
処
が
、
民
営
放
送
局
の
登
記
を
義
務
づ
け
た
。
そ
の
結
果
、
そ

れ
ま
で
管
理
が
困
難
だ
っ
た
公
共
租
界
に
居
住
す
る
リ
ス
ナ
ー
に
対
し
て
も
、
エ
部
局
を
通
じ
て
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
際
、
そ
れ
ま
で
民
営
放
送
局
に
対
し
て
最
も
影
響
力
の
あ
っ
た
上
海
民
営
放
送
局
公
会
の
代
表
者
を
更
迭
し
、
こ
れ

ら
民
営
放
送
局
を
日
本
の
愧
儡
局
と
し
て
改
組
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
『
満
洲
放
送
年
鑑
』
二
巻
旦
一
0
五
／
呉
道
一
―
九
六
八
~
一

五
四
ー
一
五
五
）
。
さ
ら
に
、
同
年
十
月
広
州
が
陥
落
す
る
と
、
南
支
派
遣
軍
放
送
班
の
指
揮
の
も
と
に
、
台
湾
放
送
協
会
の
職
員
も

そ
の
運
営
に
加
わ
っ
た
（
日
本
電
信
電
話
公
社
一
九
五
六
こ
二
二
）
。

そ
の
後
、
軍
の
手
に
よ
っ
て
南
京
一

0
k
W
放
送
局
、
一
九
三
九
年
六
月
に
杭
州
五

O
W
放
送
局
と
蘇
州
五

O

W
放
送
局
が
設

置
さ
れ
、
翌
年
漢
口
で
は
一

0
k
W
放
送
局
、
四
一
年
六
月
に
寧
波
の
五

O
O
W
放
送
局
が
放
送
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
放
送
局

に
、
九
江
の
移
動
放
送
機
、
日
本
外
務
省
営
の
大
東
放
送
局
、
そ
し
て
の
ち
設
置
さ
れ
た
寧
波
五

O
W
放
送
局
を
つ
な
げ
て
、
計
七
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一
九
五
六
ニ
―

0
七
ー
ニ

0
八
）
。
こ
の
放

つ
の
ラ
ジ
オ
放
送
局
で
華
中
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
あ
げ
た
（
日
本
電
信
電
話
公
社

送
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
、
杭
州
放
送
局
は
日
本
語
番
組
と
し
て
、
毎
日
正
午
に
東
京
の
海
外
放
送
ニ
ュ
ー
ス
の
入
中
継
を
お
こ

な
い
、
同
盟
通
信
杭
州
支
局
か
ら
の
配
信
ニ
ュ
ー
ス
と
、
駐
屯
す
る
槍
部
隊
報
道
部
等
を
取
材
す
ろ
地
元
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
た
。
ま

た
蘇
州
放
送
局
の
日
本
語
番
組
は
、
は
と
ん
ど
が
大
東
放
送
局
か
ら
の
入
中
継
だ
っ
た
が
、
在
留
邦
人
に
よ
る
経
済
や
文
化
に
関
す

る
座
談
会
や
講
演
会
も
流
さ
れ
た
。
規
模
の
小
さ
い
寧
波
放
送
の
日
本
語
放
送
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
東
放
送
局
の
入
中
継
で
あ
っ
た

が
、
従
軍
僧
侶
に
よ
る
宗
教
講
話
等
も
流
さ
れ
た
と
い
う
（
福
田
敏
之
一
九
九
三
~
ニ
ニ
九
、
｛
四
四
、
一
四
八
）
。
ま
た
、
一
九
四0

年
一
月
か
ら
は
、
「
中
支
那
全
中
番
組
定
期
交
換
放
送
」
が
毎
週
一
回
午
後
五
時
か
ら
三
十
分
間
放
送
さ
れ
て
域
内
放
送
の
連
絡
を

強
化
し
た
ほ
か
、
日
本
内
地
と
の
連
携
放
送
も
進
め
ら
れ
、
「
中
華
民
国
国
民
政
府
還
都
及
び
府
院
部
会
長
官
就
任
典
礼
」
の
実
況

放
送
等
が
送
信
さ
れ
た
（
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
一
九
四
一
こ
二
九
八
）
。

山
西
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
も
、
一
九
三
八
年
蒙
彊
放
送
協
会
が
成
立
し
、
大
同
、
張
家
口
、
厚
和
、
包
頭
の
放
送
局
を
統
轄
し
た
。

張
家
口
の
放
送
局
で
は
加
入
聴
取
者
は
数
千
に
の
ほ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
蒙
彊
放
送
協
会
で
は
、
当
初
華
語
放
送
だ
け
だ
っ
た

が
（
安
田
丈
助
一
九
四
一
ご
三
ー
ニ
三
）
、
一
九
四
三
年
一
月
か
ら
第
二
放
送
と
し
て
日
本
語
放
送
が
開
始
さ
れ
、
日
本
人
リ
ス
ナ
ー

の
獲
得
に
効
果
を
あ
げ
た
。

満
洲
で
は
、
臨
戦
体
制
に
備
え
る
た
め
に
、
満
洲
電
電
が
全
面
的
な
機
構
改
革
を
お
こ
な
っ
た
。
放
送
部
門
で
は
営
業
部
管
轄
下

の
放
送
課
が
放
送
部
に
昇
格
し
、
新
京
、
大
連
、
奉
天
、
ハ
ル
ビ
ン
の
各
放
送
局
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
央
放
送
局
に
改
組
さ
れ
、
地
方

放
送
網
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
た
。
新
京
中
央
放
送
局
は
、
慮
溝
橋
事
変
勃
発
と
と
も
に
急
設
さ
れ
た
承
徳
放
送
局
、
大
連

短
波
放
送
と
と
も
に
、
対
華
、
対
海
峡
植
民
地
向
け
時
局
華
語
宣
伝
放
送
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
一
九
三
八
年
上
旬
に
は
、
日
独
青

少
年
団
交
歓
放
送
、
満
伊
交
換
放
送
、
満
伊
修
好
条
約
締
結
記
念
放
送
、
十
二
月
に
は
満
独
修
好
締
結
記
念
放
送
を
実
施
し
、
ラ
ジ

オ
は
日
満
独
伊
防
共
枢
軸
を
強
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
―
―
―
九
年
七
月
に
は
新
京
中
央
放
送
局
で
短
波
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放
送
が
始
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
、
北
米
西
部
、
南
洋
向
け
に
送
信
さ
れ
、
蒋
介
石
政
権
に
対
抗
す
る
国
際

世
論
を
生
み
だ
そ
う
と
し
た
（
「
ラ
ヂ
オ
年
鑑
J

―
九
四
一
こ
三
四
、
三
一
九
）
。

こ
う
し
て
蒋
介
石
政
権
、
毛
沢
東
政
権
を
包
囲
す
る
放
送
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
域
化
し
、
日
本
、
満
洲
国
、
そ
し
て
江
精
衛
政
権

、、、

は
相
互
に
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
近
衛
文
麿
首
相
が
主
張
す
る
「
東
亜
新
秩
序
」
の
正
統
性
を
標
榜
す
る
。
フ
ロ
。
ハ
ガ
ン
ダ

放
送
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
（
満
洲
国
へ
の
番
組
中
継
に
つ
い
て
は
本
書
巻
末
資
料
3
を
参
照
）
。

重
慶
国
民
政
府
の
戦
時
情
報
化
政
策

国
民
政
府
は
、
重
慶
遷
都
と
と
も
に
南
京
を
中
心
と
す
る
放
送
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
放
棄
し
、
奥
地
建
設
を
支
え
る
放
送
事
業
を

再
構
築
し
よ
う
と
し
た
。
一
九
三
七
年
十
二
月
、
重
慶
国
民
政
府
は
こ
の
緊
急
事
業
の
役
割
を
重
視
し
、
中
央
広
播
事
業
管
理
処
を

国
民
党
中
央
宣
伝
部
の
管
轄
と
し
、
翌
年
―
二
月
一

0
k
W
と
い
う
相
当
に
縮
小
し
た
出
力
で
中
波
放
送
を
再
開
し
た
。
グ
ラ
フ

2
で

は
、
重
慶
遷
都
に
よ
っ
て
電
力
量
は
低
下
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
放
送
局
の
数
が
増
え
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

『
広
播
週
報
」
に
よ
れ
ば
、
重
慶
中
波
放
送
局
は
午
前
三
時
か
ら
「
中
華
之
光
歌
」
、
ニ
ュ
ー
ス
、
義
勇
軍
行
進
曲
を
流
し
、
午
後

に
は
「
時
事
談
話
」
「
抗
戦
講
座
」
「
敵
情
論
述
」
等
の
番
組
を
放
送
し
て
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
喚
起
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、

か
く
ま
つ
じ
ゃ
（

蒋
介
石
、
孔
祥
煕
、
陳
立
夫
等
の
国
民
党
の
リ
ー
ダ
ー
や
郭
沫
若
、
老
舎
の
よ
う
な
文
化
人
が
、
国
内
の
リ
ス
ナ
ー
に
向
け
て
頻
繁

に
講
演
し
た
の
も
、
同
様
に
愛
国
心
を
喚
起
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
重
慶
中
波
放
送
局
と
と
も
に
、
一
九
三
九
年
一
月
に
成
立

し
た
一

0
k
W
貴
州
放
送
局
、
四
0
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
六
0
k
W
昆
明
放
送
局
が
、
重
慶
国
民
政
府
の
国
内
向
け
放
送
の
キ
ー

局
だ
っ
た
。
重
慶
遷
都
後
、
ラ
ジ
オ
放
送
は
臨
戦
態
勢
を
支
え
る
事
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
さ
れ
て
い
っ
た
。

た
だ
電
力
不
足
に
悩
む
璽
慶
国
民
政
府
に
と
っ
て
、
一
九
三
八
年
八
月
と
九
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
日
本
軍
の
空
爆
に
よ
っ
て
、
電

力
低
下
、
器
材
の
供
給
不
足
は
深
刻
な
事
態
に
陥
っ
た
。
こ
れ
ら
の
空
爆
の
結
果
、
日
本
と
の
電
波
戦
争
に
劣
勢
に
な
っ
た
軍
慶
国
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民
政
府
は
、
放
送
機
器
を
防
空
用
の
洞
穴
に
移
し
、
起
死
回
生
の
一
策
と
し
て
短
波
放
送
に
よ
る
国
際
放
送
を
開
始
す
る
こ
と
に
し

た
。
む
ろ
ん
短
波
は
中
長
波
に
比
べ
て
設
備
費
も
所
要
電
力
も
少
な
く
、
通
信
効
率
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
特
性
を
も
っ
て
い
た
た

め
で
あ
る
。
こ
の
国
際
放
送
は
翌
年
二
月
、
中
央
宣
伝
部
国
際
宣
伝
処
と
中
央
広
播
事
業
管
理
処
と
が
共
同
で
設
置
し
た
中
央
短
波

無
線
電
台
を
キ
ー
局
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
一
月
に
開
始
し
た
貴
州
放
送
局
に
つ
づ
く
二
番
目
の
短
波
放
送
だ
っ
た
。
中

央
短
波
放
送
局
の
コ
ー
ル
サ
イ
ン

X
G
o
x
は
北
米
・
日
本
向
け
、

X
G
O
Y
は
①
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア

向
け
、
②
日
本
向
け
、
③
華
南
・
南
洋
諸
島
向
け
、
④
モ
ス
ク
ワ
・
小
ア
ジ
ア
向
け
、
⑤
極
東
ロ
シ
ア
・
満
洲
国
向
け
に
分
け
ら

れ
、
米
国
以
外
の
世
界
各
地
に
短
波
放
送
を
流
し
た
の
で
あ
る
（
口
絵
「
日
中
戴
波
戦
争
」
参
照
）
。
放
送
さ
れ
た
番
組
は
、
当
初
一
日

二
時
間
半
程
度
で
各
国
語
ニ
ュ
ー
ス
と
音
楽
を
中
心
と
し
て
、
放
送
時
間
が
延
長
さ
れ
て
も
そ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
（
『
広
播

週
報
』
一
五
八
、
一
九
三
九
年
二
月
十
八
日
）
。
こ
れ
が
、
日
本
側
が
「
重
慶
の
蛙
」
と
蔑
称
し
た
放
送
で
あ
る
。

ま
た
放
送
機
能
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
に
、
一
九
三
九
年
五
月
に
「
調
整
国
際
広
播
雛
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

各
国
語
ニ
ュ
ー
ス
は
中
央
広
播
事
業
管
理
処
が
担
当
し
、
そ
の
他
の
時
事
論
述
や
講
演
等
の
宣
伝
項
目
は
中
央
宣
伝
部
国
際
宣
伝
処
が

受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
（
資
料
⑨
）
。
し
か
し
、
両
者
の
機
能
分
化
は
決
し
て
円
滑
に
進
ま
ず
、
た
と
え
ば
対
日
放
送
の
あ
り
方
等
で

頻
繁
に
衝
突
か
お
こ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
打
開
す
る
一
策
と
し
て
、
五
月
に
中
央
中
波
放
送
局
と
中
央
短
波
放
送
局
と
を
合
併
さ

せ
て
中
央
放
送
局
に
改
組
し
た
が
、
依
然
機
構
上
の
権
限
範
囲
は
微
妙
な
ま
ま
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
が
宣
伝
工
作
を
阻
害
し
て
い

る
と
し
て
、
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
最
高
幕
僚
会
議
は
、
放
送
工
作
に
携
わ
る
中
央
宣
伝
部
、
国
際
宣
伝
処
、
政
治
部
、
戦
時
新
聞
検

査
局
の
改
革
を
提
言
す
る
に
至
っ
た
。

中
央
広
播
事
業
指
導
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
一
九
四

0
年
一
月
に
制
定
さ
れ
た
一
修
正
中
央
広
播
事
業
指
導
委
員
会
組
織
大
綱
]

に
基
づ
い
て
、
指
導
組
、
考
核
組
（
統
制
、
監
督
）
、
偵
察
組
（
傍
受
、
調
査
）
、
事
務
組
に
分
け
ら
れ
た
。
も
と
も
と
中
央
広
播
事
業

管
理
処
の
管
轄
だ
っ
た
考
核
組
、
偵
察
組
等
の
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
こ
と
で
、
同
委
員
会
の
権
限
は
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
た
（
資
料
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⑨
)
。
同
時
に
、
国
際
放
送
に
関
す
る
機
構
上
の
問
題
を
改
善
す
る
た
め
、
短
波
放
送
は
中
央
宣
伝
部
国
際
宣
伝
処
の
専
管
事
業
と

な
り
、
そ
の
局
名
を
国
際
放
送
局

(
V
o
¢
V
o
i
c
e
of China)

と
改
称
し
た
。

V
o
C
は
、
放
送
時
間
、
放
送
対
象
を
大
幅
に
改
正

し、

X
G
o
x
の
北
米
向
け
放
送
を
拡
大
・
充
実
し
、
環
太
平
洋
向
け
放
送
と
す
る
こ
と
と
し
た
（
た
だ
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
向
け
は

X
G
O
Y
放
送
）
。

日
本
の
内
閣
情
報
部
は
、

V
o
C
を
傍
受
し
た
朝
鮮
総
督
府
逓
信
局
か
ら
の
報
告
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
重
慶
国
民
政
府
に

対
し
て
危
機
感
を
募
ら
せ
た
（
資
料
②
）
。

二
月
一
日
か
ら
自
由
支
那
第
一
の
短
波
三
万
五
千
ワ
ッ
ト
の
マ
ル
コ
ー
ニ
放
送
局
が
十
六
箇
国
語
を
以
っ
て
世
界
の
全
都
市

へ
呼
び
か
け
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
…
…
再
編
成
後
こ
の
放
送
局
は
「
中
国
国
際
電
台
」
と
称
せ
ら
れ
、

X
G
o
x
と

X
G
o

Y
の
二
つ
の
呼
出
符
号
を
使
用
す
る
。
ラ
ヂ
オ
抗
戦
を
演
じ
て
い
る
唯
一
の
支
那
側
短
波
放
送
局
に
対
し
、
日
本
側
は
東
亜
に

六
つ
の
大
放
送
局
（
東
京
、
長
春
、
北
平
、
上
海
、
漢
口
、
広
東
）
を
有
し
、
恐
ら
く
そ
の
何
れ
も
が

X
G
o
x
、

X
G
O
Y
よ
り

も
強
力
で
あ
ろ
う
が
、
支
那
側
ラ
ヂ
オ
当
局
は
数
字
的
に
優
勢
だ
け
で
は
支
日
ラ
ヂ
オ
宣
伝
戦
の
最
後
的
勝
利
は
決
定
さ
れ
な

い
と
主
張
し
て
い
る
。
唯
一
の
小
放
送
局
が
六
つ
の
よ
り
大
な
る
日
本
側
放
送
局
の
同
時
攻
撃
に
対
抗
し
得
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

中
央
広
播
事
業
管
理
処
所
属
の
放
送
局
は
、
国
際
世
論
に
訴
え
る
た
め
に

V
o
C
を
利
用
し
た
。
特
に
米
国
の
対
中
国
支
援
の
た

め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
英
語
放
送
を
重
視
し
、
海
外
の
記
者
に
も
放
送
局
を
利
用
さ
せ
た
。
英
語
放
送
を
強
化
す
る
た
め
の
補
助

局
と
し
て
、
貴
州
、
甘
粛
、
西
康
等
の
放
送
局
も
利
用
さ
れ
た
。
英
語
放
送
で
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
の
は
蒋
介
石
夫

人
で
あ
っ
た
宋
美
齢
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
表
ー
で
確
認
で
ぎ
る
よ
う
に
、
海
外
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
中
継
さ
れ
た
回
数
か
ら
も
明
ら
か
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表l 米国ラジオ放送における重慶国民政府関係者の演説回数

NBC CBS MBS BBC AIR 計

蒋介石 2 2 

宋美齢
7 2 2 I 2 14 

（蒋介石夫人）

宋慶齢
I I 

（孫文夫人）

孔祥熙 I I I 3 

宋霊齢
I I 2 

（孔祥熙夫人）

孫科 I I 2 

王寵恵 2 I I 4 

陳立夫 I I 

呉鉄城 I I 2 

王正廷 I I 

郭泰棋 2 2 

呉国禎 I I 2 

陳光甫 I I 

張伯苓 I I 

計 17 5 6 5 5 38 

出典 彰楽善『広播戦』 1943年5月、 33~34頁
（南京図書館歴史文献部所蔵）

で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
の
宋
美
齢
ら
の
ス
ピ
ー

チ
は
、
新
聞
や
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
印
刷
さ
れ
て
米

国
全
土
に
伝
え
ら
れ
、
米
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
、

グ
ル
ー
。
フ
か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

゜

に
な
っ
た

さ
ら
に
、
中
央
広
播
事
業
管
理
処
は
、
表

2
の
よ

う
に
各
放
送
局
か
ら
世
界
の
世
論
に
訴
え
か
け
る
た

め
に
多
言
語
放
送
を
進
め
た
。
た
と
え
ば
、

V
o
c

は
南
洋
向
け
の
放
送
も
重
視
し
て
お
り
、
補
助
局
の

昆
明
放
送
局
と
と
も
に
、
マ
レ
ー
語
、
タ
イ
語
、
ビ

ル
マ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
多
言

語
放
送
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
南
洋
華
僑
向
け
に
、

貴
州
、
国
際
、
中
央
、
湖
南
等
の
キ
ー
放
送
局
か
ら

広
東
語
で
放
送
し
、
福
建
、
中
央
、
貴
州
各
キ
ー
放

送
局
か
ら
は
福
建
語
で
の
放
送
を
お
こ
な
っ
た
。
そ

の
ほ
か
、
総
時
間
数
は
少
な
い
が
、
ウ
ィ
グ
ル
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
等
で
も
放
送
さ
れ
た
（
資
料
③
）
。
た
だ
、
こ
の
よ

う
な
多
言
語
放
送
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
本
書
旧
版
刊
行
時
と
同
様
、
い
ま
も
研
究
課
題
の
―
つ
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
番
組
内
容
か
ら
こ
れ
ら
の
国
際
放
送
を
み
る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
、
宣
伝
、
講
演
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
リ
ス
ナ
ー
獲
得
の
た
め
に

娯
楽
番
組
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
九
四
一
年
十
二
月
の
調
査
で
は
、
中
央
放
送
局
等
十
局
の
総
放
送
時
間
数
五
十
八
時
間
あ
ま
り
の
う
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表2 中央広播事業管理処下各局のニュース番組の言語統計 [7943年8月］ 単位

分

三言語別 中央
国際 昆明 貴州 福建 湖南 甘粛 西康 流動

中波短波 合計

国語 1,575 630 840 240 1,015 165 665 525 140 525 6,320 

広東語 105 235 315 70 420 55 105 105 1,410 

福建語 185 50 105 240 580 

四川語 140 140 280 

回語 15 90 105 

上海語 70 70 

越語 45 45 

チベット語 45 45 

台湾語 30 10 40 

朝鮮語 15 15 

モンゴル語 15 15 

英語 105 630 105 105 105 1,050 

日本語 140 60 70 70 340 

ロシア語 140 140 

タイ語 30 105 30 165 

ビルマ圭ロ五口 30 105 20 155 

フランス語 105 30 135 

オランダ語 105 105 

スペイン語 30 30 

マレー吾ロ五口 30 30 20 135 215 

ベトナム語 20 20 

1,680 1,365 2,590 550 1,990 530 770 720 385 700 11,280 

出典 中国第二歴史楷案餡・中央広播事業管理処構案（全宗号三六八、案巻号747)

リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一
六
．

、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
八
・
五
％
、
そ

二

％ こ
う
し
た
多
言
語
に
よ
る
ラ
ジ
オ

放
送
は
、
当
然
海
外
の
リ
ス
ナ
ー
の

動
向
に
反
映
し
た
。
一
九
四
一
年
一

月
＼
十
月
の
海
外
の
リ
ス
ナ
ー
の
地

域
別
割
合
は
、
北
米
三
五
・
七
％
、

南
洋
各
地
八
•
五
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ

あ
る
。

ニ
ュ
ー
ス
四
三
・
三
％
、
音
楽

―
1
0
•
四
％
、
宣
伝
―
―
•
五
％
、
戯

曲一

0
・
1
％
、
講
演
八
・
七
％
、
教

育
五
・
九
％
と
い
う
記
録
が
み
ら
れ

る
（
資
料
③
）
。
戦
時
下
の
ラ
ジ
オ
と
い

え
ど
も
、
時
事
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す

る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
だ
け
で
な

<
、
国
楽
や
軍
楽
、
京
劇
を
中
心
と

し
た
大
衆
歌
曲
を
伝
え
る
娯
楽
装
置

と
し
て
の
機
能
も
発
揮
し
て
い
た
の
で

ちヽ
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さ
ら
に
重
慶
国
民
政
府
は
、
国
内
向
け
「
国
語
」
放

送
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、
一
九
三
八
年
に
は
放
送
を
拡

充
す
る
た
め
に
全
国
放
送
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
置
を
計

画
し
た
。
こ
の
と
き
、
西
北
、
西
南
放
送
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
建
設
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
。
加
え
て
、
各
県
市
の
政
府
、
党
部
、
郵
電
局
、
学
校
、
社
会
教
育
機
関
等
に
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
設

置
す
る
こ
と
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
設
置
し
た
県
市
政
府
に
収
音
室
を
設
け
る
こ
と
、
各
省
市
に
教
育
部
の
播
音
教
育
服
務
処
を
設
置
し

て
放
送
の
技
術
指
導
や
聴
取
成
績
の
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
地
方
政
府
ま
か
せ
の
こ
う
し
た
計
画
は
か
な
ら
ず
し
も
効
果
的
に
は
進
ま
ず
、
一
九
四

0
年
九
月
に
は
地
域
情
報
化
政

策
と
も
い
え
る
「
設
立
広
播
収
音
網
計
画
」
が
全
土
に
通
達
さ
れ
た
。
こ
の
三
年
計
画
で
は
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
導
入
は
、
県
市
政

府
が
一

0
0
0台
、
各
級
党
部
七

0
0台
、
各
師
団
三

0
0台
、
中
等
学
校
五

0
0台
、
各
中
心
小
学
校
二
万
台
、
準
備
中
心
小
学

校
五
万
台
、
民
間
二
十
万
台
、
計
二
十
七
万
台
強
の
増
設
が
予
定
さ
れ
た
（
資
料
⑥
）
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
で
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
の

が
ラ
ジ
オ
受
信
機
用
の
電
池
の
不
足
だ
っ
た
。
当
時
、
大
都
市
や
郷
鎮
で
は
交
流
式
、
県
や
小
さ
な
郷
鎮
で
は
乾
電
池
を
使
う
直
流

式
、
郷
村
で
は
鉱
石
式
ラ
ジ
オ
が
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
電
池
の
需
要
が
き
わ
め
て
高
い
割
に
、
そ
の
材
料
が
舶
来
品
で

漢口の街にみえるラジオ普及宣伝ポスター

（出典：『放送」第11巻6号、日本放送出

版協会、 1941年7月）

で
あ
る
。

第 1部

の
他
五
．

0
％
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
『
我
国
広
播
事
業
概

況
j
)

。
こ
の
数
字
は
、
北
米
の
リ
ス
ナ
ー
が
い
か
に
東
ア

ジ
ア
の
情
勢
に
関
心
を
向
け
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。

国
際
放
送
局
、
中
央
放
送
局
は
、
ま
さ
に
国
際
世
論
を

形
成
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ス
ナ
ー
を
意
識
し
て
い
た
の
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一
九
八
六
~
―
-
|
-
―
四
）
、

高
価
で
あ
り
、
ま
た
電
池
製
造
工
湯
の
生
産
量
も
限
ら
れ
て
い
た
う
え
運
送
費
が
か
さ
み
、
電
池
価
格
は
吊
り
上
が
る
一
方
だ
っ
た

（
資
料
⑨
）
。
戦
局
の
悪
化
と
と
も
に
、
重
慶
国
民
政
府
は
、
放
送
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
力
が
及
ば
ず
、
奥
地
放
送
の
放
送
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
効
果
的
に
運
用
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

電
力
不
足
は
、
延
安
で
も
同
様
に
深
刻
だ
っ
た
。
一
九
四

0
年
十
二
月
延
安
の
新
華
放
送
局

X
N
C
R
は
三

O
O
Wと
い
う
小
出

カ
で
開
始
さ
れ
た
が
、
電
力
不
足
に
よ
り
一
九
四
三
年
一
月
ご
ろ
に
は
い
っ
た
ん
停
止
し
た
。
こ
れ
が
再
開
さ
れ
た
の
は
一
九
四
五

年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
重
慶
国
民
政
府
は
延
安
放
送
を
制
御
す
る
べ
く
河
南
放
送
局
を
強
化
し
た
と
は
い
え
（
楊
兆
麟
．
趙
玉
明

も
と
よ
り
延
安
放
送
の
影
響
力
は
そ
れ
ほ
ど
大
ぎ
く
は
な
か
っ
た
（
本
書
第
3
部
第
6
章）。

汗
精
衛
政
権
の
放
送
政
策

一
九
四

0
年
―
―
一
月
、
南
京
で
江
精
衛
を
首
班
と
す
る
南
京
国
民
政
府
が
成
立
し
た
日
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
国
内
外
に
「
日
華
親

善
」
を
示
す
。
ハ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
、
日
本
政
府
と
圧
精
衛
政
権
と
の
間
で
同
時
実
況
中
継
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
南
京
放

送
局
は
南
京
中
央
放
送
局
と
改
称
さ
れ
、
重
慶
中
央
放
送
局
と
同
じ

X
G
O
A
の
コ
ー
ル
サ
イ
ン
を
使
っ
て
、
国
内
外
に
注
精
衛
政

、、、

権
が
国
民
政
府
の
メ
デ
ィ
ア
空
間
を
継
承
し
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
与
え
た
。
こ
う
し
て
同
政
権
の
正
統
性
を
国
際
的
に
も
ア
ビ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
中
国
に
平
和
が
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
国
際
世
論
を
操
作
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
か
ら
圧
精
衛
政
権
へ
放
送
局
が
「
返
還
」
さ
れ
る
と
、
日
本
の
放
送
協
会
シ
ス
テ
ム
に
準
じ
て
、
華
北
、
華
中
に
新
し
い
放

送
統
制
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。
中
華
民
国
臨
時
政
府
あ
ら
た
め
華
北
政
務
委
員
会
の
管
轄
下
に
は
、
一
九
四

0
年
六
月
華
北
放
送
協

よ
し
む
ら

会
が
設
置
さ
れ
（
こ
の
協
会
に
つ
い
て
は
、
五
三
一
頁
「
北
京
市
樅
案
館
」
の
項
を
参
照
）
、
会
長
に
周
大
文
、
協
会
専
務
理
事
に
穀
村
外
雄

が
就
任
し
た
。
苗
村
は
、
一
九
一
八
年
青
島
軍
司
令
部
逓
信
部
事
務
官
と
し
て
大
陸
に
わ
た
り
、
ニ
―
年
か
ら
二
七
年
ま
で
芝
茉
郵

便
局
長
を
務
め
、
そ
の
後
北
京
中
央
放
送
局
専
務
理
事
を
歴
任
し
た
通
信
の
専
門
家
だ
っ
た
。
同
協
会
の
「
設
立
要
綱
」
に
掲
載
さ
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た
っ
て
出
さ
れ
た
「
日
華
共
同
声
明
」

れ
た
目
的
と
は
、
「
北
支
那
二
於
ケ
ル
宣
伝
及
ビ
教
化
二
資
シ
テ
以
テ
政
治
、
経
済
及
ビ
国
防
上
ノ
実
現
ヲ
期
ス
ル
タ
メ
」
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
日
中
間
の
「
約
定
」
に
は
、
「
北
支
那
二
於
ケ
ル
放
送
無
線
事
業
ハ
協
会
以
外
二
同
種
事
業
ノ
経
営
ヲ
認
メ
ス
既
存
ノ

同
種
事
業
ハ
速
二
協
会
二
統
合
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
、
独
占
的
な
事
業
体
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、

同
月
に
定
め
ら
れ
た
「
華
北
広
播
協
会
監
督
規
程
」
で
は
、
「
本
規
程
ハ
在
北
支
日
本
陸
軍
最
高
指
揮
官
（
以
下
軍
司
令
官
卜
称
ス
）
ノ

華
北
二
対
ス
ル
軍
事
上
必
要
ナ
ル
放
送
事
業
ノ
要
求
及
監
督
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
規
程
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
（
第
一
条
）
、
「
軍
司
令
官
ハ
緊

急
ヲ
要
ス
ル
場
合
ニ
ハ
直
接
協
会
二
対
シ
軍
事
上
必
要
ナ
ル
命
令
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
」
（
第
二
条
）
等
の
規
定
が
あ
り
、
協
会
の
実
際

の
活
動
は
す
べ
て
北
支
那
方
面
軍
司
令
官
の
監
督
統
制
下
に
あ
っ
た
。
実
際
、
一
九
四

0
年
一
月
か
ら
三
月
の
『
総
務
月
報
』
に

は
、
監
督
官
庁
で
あ
る
華
北
政
務
委
員
会
よ
り
も
興
亜
院
華
北
連
絡
部
と
の
行
き
来
が
頻
繁
だ
っ
た
こ
と
、
北
支
方
面
軍
の
司
令
部

や
報
道
部
、
特
務
機
関
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
、
満
洲
電
電
部
長
や
日
本
放
送
協
会
の
職
員
が
頻
繁
に
協
会
を
訪
れ
て
い
た

こ
と
、
事
務
連
絡
の
た
め
理
事
や
部
長
が
内
地
に
し
ば
し
ば
出
張
し
て
い
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
華
北
広
播
協
会
は
、
明
ら

か
に
日
本
の
帝
国
圏
域
内
の
。
フ
ロ
。
ハ
ガ
ン
ダ
放
送
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
放
送
協
会
は
、
米
国
系
燕
声

(
V
o
i
c
e
o
f
 

P
e
k
i
n
g
)
、
イ
ギ
リ
ス
系
増
茂

(
M
o
o
r
e
h
o
u
s
e
)

両
放
送
局
だ
け
で
な
く
、
イ
タ
リ
ア
大
使
館
内
の
百
利
維

(Victoria)

放
送
局
の
買
収

交
渉
に
も
成
功
し
、
一
九
四

0
年
末
に
は
華
北
の
外
国
系
放
送
を
基
本
的
に
す
べ
て
接
収
し
た
の
で
あ
る
（
資
料
①
）
。

ま
た
、
華
中
で
も
、
一
九
四
一
年
二
月
に
日
本
軍
が
管
理
し
て
い
た
上
海
、
漢
口
、
杭
州
、
蘇
州
、
上
海
大
東
と
い
っ
た
放
送
局

が
「
返
還
」
さ
れ
、
南
京
に
中
国
広
播
事
業
建
設
協
会
（
日
本
名
は
中
国
放
送
協
会
）
が
成
立
し
た
。
ま
た
、
審
議
機
関
と
し
て
の
協

会
と
は
別
に
、
運
営
機
関
と
し
て
宣
伝
部
広
播
無
線
電
台
管
理
処
が
設
置
さ
れ
、
放
送
局
の
登
記
、
監
督
、
放
送
番
組
の
審
査
、
設

備
の
検
査
を
実
施
し
た
。
同
協
会
の
初
代
理
事
長
に
は
国
民
党
中
央
委
員
会
宣
伝
部
長
の
林
柏
生
が
就
任
し
た
。
協
会
成
立
に
あ

に
は
、
次
の
よ
う
な
美
辞
麗
句
が
連
な
っ
て
い
る
。
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三、 惟
フ
ニ
中
国
広
播
協
会
ノ
成
立
ハ
日
華
両
国
基
本
条
約
ノ
原
則
タ
ル
文
化
交
流
宣
伝
ノ
一
致
ヲ
具
体
化
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

日
華
両
国
関
係
当
局
ト
シ
テ
ハ
本
協
会
ガ
今
後
益
積
極
的
努
カ
ヲ
傾
倒
シ
放
送
宣
伝
ノ
強
化
並
二
人
類
文
化
ノ
向
上
二
貢
献
セ

ン
コ
ト
ヲ
期
待
シ
テ
已
マ
サ
ル
次
第
ナ
リ

さ
ら
に
「
支
那
派
遣
軍
報
道
部
長
談
」

で
は
、
次
の
よ
う
な
現
実
的
な
要
請
が
表
明
さ
れ
た
（
資
料
⑦
）
。

新
二
生
レ
タ
中
国
放
送
協
会
ハ
今
後
新
東
亜
建
設
ノ
一
翼
ト
ナ
リ
、
日
満
各
地
放
送
機
構
卜
密
接
ナ
ル
連
絡
テ
保
チ
、
中
国

ノ
和
平
建
国
並
二
東
亜
新
体
制
ノ
促
進
二
寄
与
ス
ル
所
大
ナ
ル
モ
ノ
ガ
ア
ル
デ
ア
ラ
ウ
コ
ト
吾
人
ノ
堅
ク
信
ジ
テ
疑
ハ
ナ
イ
所

デ
ア
ル

こ
れ
ら
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
、
ま
ず
も
っ
て
「
中
国
ノ
和
平
建
国
」
「
東
亜
新
体
制
ノ
促
進
」

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
内
外
に
表
明
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
1
1
太
平
洋
戦
争
下
に
お
け
る
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
開
放
／
閉
塞
情
況

に
貢
献
す
る

戦
時
体
制
下
日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送

一
九
四
一
年
十
二
月
に
起
こ
っ
た
太
平
洋
戦
争
に
よ
り
、
日
本
や
満
洲
国
の
放
送
事
業
は
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
、
満
洲
電
電

放
送
部
は
新
京
中
央
放
送
局
と
統
合
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
放
送
で
は
、
従
来
半
分
程
度
で
あ
っ
た
日
本
放
送
協
会
の
番
組
、
特

に
大
本
営
発
表
に
よ
る
戦
況
放
送
が
す
べ
て
入
中
継
と
な
り
、
満
洲
電
電
で
編
成
さ
れ
た
演
芸
や
講
演
、
生
活
案
内
、
ニ
ュ
ー
ス
解
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七
七
ー
七
九
／
上
森
生

説
等
の
番
組
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、
華
語
、

の
、
士
気
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
話
劇
、
演
芸
、
音
楽
等
は
か
え
っ
て
増
え
た
と
い
う
（
満
洲
電
信
電
話
株
式
会
社
放
送
部

一
九
四
一
~
一
三
ー
一
六
）
。

華
北
放
送
協
会
で
は
、
会
長
周
大
文
が
臨
戦
体
制
に
備
え
る
た
め
、
「
吾
々
ノ
使
命
ハ
コ
ノ
放
送
事
業
ヲ
通
ジ
華
北
一
億
民
衆
二

対
シ
大
東
亜
聖
戦
ノ
真
意
義
ヲ
理
解
セ
シ
メ
以
テ
コ
ノ
聖
戦
二
協
カ
セ
シ
ム
ル
コ
ト
デ
ア
ル
」
こ
と
を
表
明
し
、
協
会
の
効
率
化
の

た
め
に
総
務
部
、
放
送
部
、
技
術
部
、
主
計
部
に
分
け
た
。
総
務
部
に
属
す
る
考
査
科
で
は
華
語
、
日
本
語
、
欧
米
諸
語
に
よ
る
放

送
内
容
の
考
査
、
禁
止
、
監
視
等
を
お
こ
な
い
、
秘
書
科
で
は
『
華
北
広
播
協
会
報
」
を
発
行
し
た
（
資
料
⑦
）
。
放
送
番
組
も
全
面

的
に
変
更
さ
れ
、
第
一
放
送
（
華
語
）
で
は
ニ
ュ
ー
ス
が
中
心
と
な
り
、
と
り
わ
け
東
京
発
大
本
営
ニ
ュ
ー
ス
が
華
語
に
翻
訳
さ
れ

く
り
か
え
し
放
送
さ
れ
た
（
華
北
広
播
協
会
一
九
四
二
；
ハ
一
ー
八
二
）
。
そ
の
代
わ
り
、
戦
時
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
さ
れ
た
娯
楽
番

組
は
き
わ
め
て
少
な
く
な
っ
た
。

こ
う
し
た
規
制
は
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
に
も
適
用
さ
れ
た
。
一
九
四
二
年
一
月
、
華
北
政
務
委
員
会
は
第
五
次
治
安
強
化
運
動
の
実

施
と
と
も
に
、
新
規
に
販
売
す
る
ラ
ジ
オ
受
信
機
は
、
日
本
放
送
協
会
の
先
例
に
準
じ
て
一
律
化
を
は
か
る
た
め
、
華
北
政
務
委
員

会
公
認
の
標
準
型
十
一
号
受
信
機
（
三
球
式
中
距
離
用
）
、
十
三
号
受
信
機
（
四
球
式
遠
距
離
用
）
の
ニ
タ
イ
。
フ
に
限
定
さ
れ
た
。
の
ち
、

日
本
製
の
華
北
式
ラ
ジ
オ
は
、
注
精
衛
政
権
下
の
全
地
域
に
も
普
及
が
促
さ
れ
た
。
華
北
地
域
で
の
ラ
ジ
オ
の
配
給
は
一
九
四
三
年

が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
配
給
数
の
多
い
都
市
は
天
津
、
北
京
等
、
日
本
に
と
っ
て
有
用
な
都
市
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
四

年
十
二
月
以
降
、
放
送
普
及
の
た
め
の
無
償
放
送
と
い
う
原
則
が
く
ず
れ
、
翌
年
七
月
に
は
聴
取
料
が
一

0
0元
に
ま
で
値
上
が
り

し
た
。
こ
の
あ
ま
り
に
も
急
な
値
上
げ
は
、
当
時
ほ
か
の
公
共
費
が
高
騰
し
て
い
た
た
め
だ
が
、
急
速
に
リ
ス
ナ
ー
ば
な
れ
を
促
す

こ
と
に
な
っ
た
（
資
料
④
、
⑨
）
。
す
で
に
、
こ
の
時
点
で
日
本
側
の
放
送
政
策
は
瓦
解
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

上
海
で
は
、
租
界
に
進
駐
し
た
軍
報
道
部
が
、
イ
ギ
リ
ス
情
報
部
の
民
主
放
送
局

X
C
D
N
等
の
外
資
系
放
送
局
や
中
国
系
の
大

モ
ン
ゴ
ル
語
等
に
よ
る
第
二
放
送
で
は
、

一
九
四

一
ュ
ー
ス
が
増
え
た
も
の
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東京放送を聴きましょう！

出典： Orient (Asahi Grahu Overseas Edition) Vol, 7 (鳥取県・祐生出会いの館所蔵）

小
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
放
送
局
を
接
収
し
た
。
わ
ず
か
に
日

系
の
上
海
放
送
局

X
G
O
I
と
X
Q
H
A
、
ド
イ
ツ
系
遠
東

放
送
局

X
G
R
S
、
イ
タ
リ
ア
系
亜
開
放
送
局

X
I
R
S
、

ビ
シ
ー
政
府
系
放
送
局
F
E
N
、
さ
ら
に
一
九
四
一
年
八

月
に
設
置
さ
れ
た
「
蘇
聯
呼
声
〔
ソ
連
の
声
〕
」
放
送
局

X
R

>
N
等
の
外
資
系
五
局
の
ほ
か
は
、
弱
小
の
民
営
放
送
局
が

存
続
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
四
二
年
五
月
か
ら
上
海

第
一
放
送
で
は
日
本
放
送
協
会
の
海
外
番
組
を
中
継
す
る
よ

う
に
な
り
、
六
月
か
ら
は
上
海
、
南
京
、
漢
口
、
蘇
州
、
杭

州
、
南
京
の
華
語
第
一
放
送
に
日
本
語
放
送
が
開
始
さ
れ

•J 

f
 こ
の
こ
ろ
、
香
港
で
も
イ
ギ
リ
ス
系
放
送
局
が
閉
鎖
さ

れ
、
翌
年
こ
の
施
設
を
利
用
し
て

S
P
H
A
愧
儡
放
送
局
が

一
九
九
三

~

一
七
四
）
。
た

設
置
さ
れ
た
（
資
料
⑨
／
福
田
敏
之

だ
し
上
海
、
香
港
と
も
、
欧
米
と
の
情
報
の
窓
口
と
し
て
の

機
能
は
極
度
に
低
下
し
て
い
た
も
の
の
、
完
全
に
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
非
公
式
な
地
下
放
送

局
が
な
お
断
続
的
に
機
能
し
、
重
慶
政
権
と
欧
米
諸
国
と
の

情
報
の
ハ
ブ
局
と
し
て
機
能
し
た
か
ら
だ
っ
た
。
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戦
争
が
激
し
さ
を
増
す
一
方
で
、
江
精
衛
政
権
下
に
お
け
る
各
都
市
に
日
本
人
が
急
増
し
た
こ
と
を
う
け
て
、
日
本
内
地
と
変
わ

り
な
い
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
四
年
一
月
か
ら
、
青
島
、
済
南
、
太
原
、
石
門
、
唐
山
等
の
各
放
送
局

で
、
午
前
七
時
五
十
五
分
か
ら
午
後
十
時
―
二
十
分
ま
で
日
本
語
に
よ
る
第
二
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
華
語
に
よ
る
第
一
放
送

で
は
内
地
時
間
の
十
二
時
、
十
八
時
、
二
十
二
時
に
時
報
が
東
京
か
ら
中
継
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
内
地
時
間
と
同
一
の
時
間
空
間

が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
「
時
間
」
を
軸
に
、
日
中
の
仮
想
的
な
統
合
が
実
現
さ
れ
た
と
い
え
る
。
さ

ら
に
、
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
三
十
分
間
日
本
語
講
座
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
地
方
の
拠
点
放
送
局
を
通
じ
て
、
し
だ
い
に
日

本
語
が
涌
陥
都
市
の
生
活
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
（
資
料
④
）
。

重
慶
国
民
政
府
の
情
報
閉
鎖
状
況
打
破
策

重
慶
は
一
九
四
一
年
の
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
計
十
回
爆
撃
を
う
け
、
放
送
局
か
ら
ラ
ジ
オ
放
送
を
続
け
る
こ
と
は
で
ぎ
な
く

な
っ
た
。
し
か
し
、
漢
口
放
送
局
か
ら
持
ち
出
し
た
機
器
を
重
慶
郊
外
の
防
空
壕
に
移
設
し
て
秘
か
に
放
送
を
続
け
た
。
ま
た
、
こ
の

悲
惨
な
爆
撃
の
状
況
を
米
国
の
世
論
に
訴
え
る
た
め
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ラ
居
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
放
送
愛
好
家
の
歯
科

医
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

(
C
h
a
r
l
e
s

Stuart)
の
施
設
を
中
継
局
と
し
て
利
用
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
放
送
に
携
わ
っ
て

い
た
曽
虚
白
は
、
こ
の
国
際
放
送
の
効
果
は
米
国
の
世
論
形
成
に
絶
大
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
（
曽
虚
白
一
九
八
八
こ
一
六
0
)
。

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
後
か
ら
三
ヶ
月
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
欧
米
へ
の
ニ
ュ
ー
ス
搬
送
の
中
心
だ
っ
た
。
フ
レ
ス
・
ワ
イ

ャ
レ
ス
・
ス
ト
ッ
。
フ
の
所
在
地
で
あ
っ
た
上
海
の
は
か
、
マ
カ
オ
、
香
港
、
マ
ニ
ラ
、
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
、
ヤ
ン
ゴ
ン
等
、
欧
米
と

の
情
報
窓
口
と
な
っ
て
い
た
都
市
が
次
々
に
陥
落
し
た
た
め
、
重
慶
国
民
政
府
の
放
送
政
策
は
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
同
政
府

は
、
放
送
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
閉
塞
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
と
り
わ
け
米
国
や
イ
ギ
リ
ス
と
の
国
際
放
送
を
強
化
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
十
二
月
十
五
、
十
六
日
に
は
大
使
館
を
通
じ
て
米
国
や
イ
ギ
リ
ス
と
協
力
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
を
開
始
す
る
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「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
ジ
オ
」

の
放
送
を
準
備
し
た
。

と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
や
米
国
の
情
報
部
と
の
間
で
敵
軍
の
戦
意
喪
失
を
は
か
る

ま
た
、
二
十
八
日
に
は
米
国
、
イ
ギ
リ
ス
と
と
も
に
共
同
宣
伝
機
関
を
た
ち
あ
げ
る
計
画
を
た
て
た
（
曽
虚
白
―

1
0
0
0
こ
三
、
三

二
、
三
五
）
。
と
こ
ろ
が
、
戴
笠
が
率
い
る
軍
事
委
員
会
調
査
統
計
局
（
軍
統
）
は
、
米
国
や
イ
ギ
リ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
人
員
、
諜
報
機

関
が
中
国
で
独
自
に
放
送
活
動
を
す
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
国
際
合
作
の
計
画
は
、
こ
の
時
点
で
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

一
方
、
放
送
に
対
す
る
規
制
も
厳
し
く
な
っ
た
。
一
九
四
―
―
年
一
月
、
交
通
部
は
ラ
ジ
オ
の
所
有
者
に
対
し
て
、
電
政
管
理
局
等

で
の
登
記
証
の
受
領
を
義
務
付
け
、
周
波
率
．
真
空
管
数
を
制
限
し
た
。
ま
た
、
電
池
と
真
空
管
の
不
足
も
未
解
決
だ
っ
た
。
重

慶
の
資
源
委
員
会
所
属
の
中
央
電
工
器
材
廠
等
で
は
、
電
池
に
使
う
塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
が
不
足
し
た
た
め
、
一
九
四
三
年
一
月
に

は
、
中
小
学
校
、
民
衆
教
育
館
で
電
池
の
高
騰
で
ラ
ジ
オ
が
利
用
で
き
な
い
と
の
不
満
が
放
送
指
導
委
員
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

放
送
局
の
活
動
は
活
発
だ
っ
た
が
、
ラ
ジ
オ
資
材
の
輸
入
が
滞
っ
た
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
確
保
と
い
う
面
で
も
苦
境
に
陥
っ

た
。
結
局
、
重
慶
国
民
政
府
の
放
送
宣
伝
政
策
は
、
終
戦
ま
で
計
画
通
り
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

表
3
は
、
中
央
広
播
事
業
管
理
処
下
の
各
放
送
局
に
よ
る
一
九
四
一
年
十
二
月
と
四
四
年
―
―
―
月
に
放
送
し
た
番
組
別
の
放
送
時
間

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
日
あ
た
り
に
還
元
す
れ
ば
、
ラ
ジ
オ
放
送
は
六

S
十
七
分
程
度
と
い
う
極
端
に
短
い
時
間
し
か
流
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
も
各
局
の
放
送
番
組
に
は
特
色
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は
中
央
放
送

局
の
短
波
放
送
、
国
際
放
送
局
、
昆
明
放
送
局
が
担
い
、
放
送
教
育
番
組
は
中
央
放
送
局
の
中
波
放
送
、
貴
州
放
送
局
、
甘
粛
放
送

局
、
音
楽
／
戯
劃
番
組
は
中
央
放
送
局
中
波
放
送
、
同
短
波
放
送
、
貴
州
放
送
局
、
国
際
放
送
局
、
福
建
放
送
局
、
西
康
放
送
局
等

の
放
送
局
が
重
点
的
に
流
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宣
伝
放
送
は
意
外
な
ほ
ど
少
な
く
、
中
央
放
送
局
の
中
波
放
送
、
福
建
放
送

局
、
貴
州
放
送
局
が
中
心
に
な
っ
て
放
送
を
流
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
正
規
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
か
、
一
九
四
一
年
に
米
国
戦
略
情
報
機
関

(
O
S
S
:
 The Office o
f
 Strategic 

Services)
を
創
設
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

J

・
ド
ノ
ヴ
ァ
ン

(William
J. 
D
o
n
o
v
a
n
)

は
、
軍
統
副
局
長
、
中
美
特
種
技
術
合
作
所

(
S
A
C
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表3 中央広播事業管理処下各放送局の月毎の放送番組時間

(l 941年12月及び 1944年3月）

~ 放送局別

ニュース 教育 講演 宣伝
音楽 音楽

計
戯曲 戯測

1941.12 1944.3 1941 12 1944.3 1941 12 1941 12 1944.3 1941.12 1944.3 1941 12 1944.3 

中央放送局
170 30 45 45 75 75 95 50 185 545 475 

上段中波 250 
295 40 170 675 505 

下段短波

国際放送局 420 285 75 20 45 135 25 120 380 450 

昆明放送局 170 140 20 20 60 20 70 40 80 440 240 

貴州放送局 240 145 25 45 30 35 60 80 30 150 300 400 

福建放送局 92 125 14 10 28 41 75 79 30 110 284 320 

湖南放送局 80 95 30 35 15 35 50 85 55 90 270 

甘粛放送局 115 40 50 - 95 300 

酉康放送局 75 15 40 110 240 

流動放送局 75 15 45 45 180 

西安放送局 28 15 20 20 34 40 18 31 120 146 180 

江西放送局 81 19 - 32 36 - 68 42 278 278 

上饒放送局 20 10 - 35 25 15 15 120 120 

映西放送局 135 45 5 40 70 35 330 330 

計 1280 1520 134 225 233 300 540 562 261 1275 3498 5055 

出典：中国第二歴史楷案館・中央宣伝部樅案

（全宗号378、案巻号753;全宗号778、案巻号90)

一
九
四
五
年
九
月
、
日
本
政
府
が
米
軍
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
ー
号

で
降
伏
文
書
に
調
印
し
た
翌
日
、
ラ
ジ
オ
・
メ
デ
ィ
ア
空
間
を

め
ぐ
る
日
中
間
の
紛
争
は
終
結
し
た
。
中
央
広
播
事
業
管
理

処
は
、
す
で
に
八
月
二
十
七
日
か
ら
各
地
に
接
収
員
を
派
遣
し

て
日
本
や
満
洲
国
、
注
精
衛
政
権
下
の
放
送
局
を
す
べ
て
接
収

し
、
ま
た
後
方
地
域
の
放
送
局
の
整
理
に
着
手
し
た
。
接
収
さ

れ
た
放
送
局
は
、
北
平
・
天
津
地
域
十
三
局
、
南
京
・
上
海
地

域
十
二
局
、
東
北
地
域
九
局
、
武
漢
地
域
一
局
、
広
東
・
福
建

お
わ
り
に

|
ー
戦
後
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
め
ぐ
る
状
況

〇

S
m
o,
 
American Cooperative Oi唸
n
月
tion)

所
長
の
戴
笠
を
説

き
伏
せ
て
、

0
S
S
の
活
動
を
本
格
的
に
開
始
さ
せ
、

S
A
C

0
を
中
心
と
し
た
放
送
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
強
引
に
推

進
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
米
軍
に
よ
る
心
理
戦
争

(Moral

Operations)

の
一
環
と
し
て
、
中
央
放
送
局
や
、
昆
明
、
福
建
、

流
動
各
放
送
局
か
ら
在
華
日
本
人
（
特
に
将
兵
）
向
け
に
日
本
語

放
送
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
終
戦
数
ヶ
月
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
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地
域
二
局
、
台
湾
地
域
七
局
だ
っ
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
（
資
料
③
）
。
さ
ら
に
、
一
九
四
六
年
五
月
五
日
、
重
慶
か
ら
南

京
に
遷
都
し
た
国
民
政
府
は
、
本
格
的
に
放
送
事
業
の
復
旧
に
着
手
し
た
。
戦
後
の
南
京
国
民
政
府
は
、
特
に
旧
満
洲
国
、
江
精

衛
政
権
統
治
地
域
、
台
湾
等
で
の
接
収
活
動
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
管
轄
し
た
こ
と
の
な
い
広
大
な
政
治
空
間
を
統
治
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
涌
陥
地
域
の
設
備
、
人
材
を
再
活
用
し
て
放
送
事
業
を
発
展
さ
せ
る
条
件
が
整
っ
た
。

一
九
四
五
年
八
月
に
延
安
放
送
が
再
開
さ
れ
る
と
、
今
度
は
国
民
党
と
共
産
党
と
の
間
で
「
電
波
戦
争
」
が
始
ま
っ
た
。
た
だ
、

『
広
播
週
報
』
掲
載
の
番
組
表
を
み
る
と
、
戦
後
直
後
の
南
京
国
民
政
府
の
放
送
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
国
民
党
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
鼓
舞
す
る
番
組
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
、
娯
楽
・
教
養
番
組
が
中
心
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
中
国
第
二
歴
史
構
案
館
に
残
さ
れ

た
文
書
を
見
て
も
、
放
送
事
業
は
、
国
民
党
の
手
を
は
な
れ
て
交
通
部
の
主
管
事
業
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戦
時
期
に
は
閉
塞
状
況

に
あ
っ
た
民
営
放
送
局
も
、
交
通
部
の
許
認
可
を
え
て
、
上
海
、
北
京
、
南
京
で
次
々
に
再
開
あ
る
い
は
新
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
国
共
両
党
間
の
戦
局
が
激
化
す
る
に
つ
れ
て
、
南
京
国
民
政
府
の
放
送
事
業
は
滞
り
が
ち
に
な
っ
た
。
一
九
四
九
年
十

月
北
京
で
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
、
「
戦
勝
」
の
動
静
が
は
っ
き
り
し
た
年
末
、
国
民
政
府
系
の
放
送
は
す
べ
て
中

止
さ
れ
た
。
翌
年
、
中
央
放
送
局
は
、
や
む
な
く
そ
の
拠
点
を
台
北
に
移
し
て
放
送
を
再
開
し
、
そ
の
後
、
半
官
半
民
の
中
国
広
播

公
司
に
改
組
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

あ
ら
た
に
政
権
を
掌
握
し
た
共
産
党
は
、
台
湾
を
除
い
て
国
民
党
の
支
配
地
域
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
が
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

の
不
足
は
致
命
的
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
合
理
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
手
段
を
採
る
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
機
能
を
中
央
に
集
中
さ

せ
、
統
制
下
に
お
く
は
か
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
放
送
事
業
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
八
年
十
一
月
「
新
し
く
解
放
さ
れ
た

都
市
に
あ
る
旧
放
送
局
お
よ
び
そ
の
職
員
に
対
す
る
政
策
決
定
j

で
、
軍
事
管
制
期
に
お
け
る
民
営
放
送
局
は
す
べ
て
軍
事
委
員
会

が
管
理
し
、
次
の
よ
う
な
方
針
を
公
布
し
た
。
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営
と
し
た
（
張
玉
明

一
九
五

0
年
代
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
あ
ら
た
に
成
立
し
た
諸
政
権
は
、
体
制
転
換
を
促
さ
れ
な
が
ら
も
、
メ
デ
ィ
ア
に
対

す
る
国
家
の
規
制
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
り
な
が
ら
も
存
続
さ
せ
た
。
冷
戦
体
制
の
な
か
で
生
み
だ
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
地
域
に

お
け
る
メ
デ
ィ
ア
空
間
を
め
ぐ
る
閲
ぎ
合
い
は
、
現
在
ま
で
変
容
し
な
が
ら
も
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

注(
1
)
本
立
は
、
拙
稿
「
日
中
戦
争
期
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
・
メ
デ
ィ
ア
空
間
を
め
ぐ
る
政
権
の
争
覇
」
（
宇
野
重
昭
他
編
『
北
東
ア

ジ
ア
世
界
の
形
成
と
展
開
』
日
本
評
論
社
、
二

0
0
二
年
、
一
五
―
―
-
|
―
八
三
頁
）
に
若
干
加
筆
、
修
正
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

(
2
)

一
九
三
二
年
四
月
、
朝
鮮
放
送
協
会
の
発
足
と
と
も
に
、
京
城
放
送
局
の
出
力
を
一

0
k
W
に
増
力
し
、
日
本
語
を
第
一
放
送
、
朝
鮮
語
を
第

二
放
送
と
す
る
二
重
放
送
を
開
始
し
た
。
翌
年
―
二
月
に
は
、
京
城
放
送
の
加
入
者
が
二
刀
強
、
三
年
前
の
倍
に
ま
で
増
え
て
、
聴
取
者
の
三
割

弱
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
一
九
三
五
年
十
二
月
に
は
、
満
洲
国
と
朝
鮮
と
の
一
体
化
や
「
国
語
（
日
本
語
）
」
の
普
及
を
促
す
た
め
、
毎

日
曜
日
午
後
十
時
か
ら
三
十
分
間
定
期
交
歓
放
送
を
お
こ
な
い
、
ま
た
週
二
回
「
国
語
講
座
」
を
放
送
し
た
（
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
一
九
＿
―
-
四
~

四
三

0
ー
四
三
一
／
一
九
三
五
こ
一
五
二
、
二
五
六
）
。

(
3
)
台
湾
放
送
協
会
は
、
聴
取
者
の
増
加
や
番
組
の
編
成
等
の
業
務
を
受
け
持
ち
、
一
方
、
台
湾
総
督
府
交
通
局
逓
信
部
は
放
送
設
備
お
よ
び
技
術
を
担
当

し
た
。
台
北
の
放
送
を
中
継
す
る
た
め
に
、
一
九
―
二
二
年
に
台
南
で
、
三
五
年
に
台
中
で
そ
れ
ぞ
れ
一

k
W放
送
局
が
設
置
さ
れ
、
島
内
有
線
中
継
が
完

成
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
四
年
に
短
波
機
が
設
置
さ
れ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
マ
レ
ー
語
、
福
建
語
、
広
東
語
、
英
語
、
北
京
語
に
よ
る
放
送
が
開
始

さ
れ
、
南
洋
向
け
放
送
の
有
力
な
キ
ー
局
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
採
択
さ
れ
た
「
台
湾
社
会
教
化
要
綱
」
に
準
じ
て
、
台
湾
人
へ
の
日
本
語
普

及
の
手
段
と
し
て
ラ
ジ
オ
が
い
っ
そ
う
重
視
さ
れ
た
（
「
台
湾
の
放
送
事
業
」
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
（
以
下
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
一
九
三
三
＂
六
七
五
、
六
七
七
。

N
H
K

総
合
文
化
研
究
所
放
送
史
編
修
室
『
台
湾
放
送
協
会
』(
N
H
K放
送
史
資
料
集
一
0
)、
部
内
資
料
、
一
九
八
八
~
「
年
表
一
八
頁
）
。

二
0
0
0
:
一
八
一
ー
一
八
二
）
。

国
民
党
と
の
内
戦
に
勝
利
し
た
共
産
党
中
央
は
、

こ
の
規
定
に
も
と
づ
き
、

一
九
五
三
年
ご
ろ
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
放
送
局
を
国

新
中
国
の
放
送
事
業
は
す
べ
て
国
家
経
営
に
婦
し
、
私
人
経
営
を
禁
止
す
る
。
国
営
を
確
定
す
る
と
き
に
は
、
私
人
経
営
の

放
送
局
お
よ
び
そ
の
器
材
は
国
家
が
適
切
な
る
代
価
を
給
付
し
、
こ
れ
を
買
い
上
げ
る
。
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川
大
太
郎
「
南
京
の
中
央
広
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『
放
送
』
第
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巻
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九
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一
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七
年
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上
森
生
「
放
送
一
年
の
回
顧
か
ら
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電
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心
会
『
電
電
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号
、
一
九
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年
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協
会
「
大
東
亜
戦
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の
華
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放
送
」
（
『
放
送
研
究
』
第
二
巻
第
五
号
、
一
九
四
二
年
）

満
洲
電
信
電
話
株
式
会
社
放
送
部
「
大
東
亜
戦
下
の
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洲
放
送
」
（
『
放
送
研
究
』
第
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巻
第
五
号
、

安
田
丈
助
「
大
東
亜
電
気
通
信
界
の
展
望
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気
通
信
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巻
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気
通
信
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会
、

曽
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『
中
国
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聞
史
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民
書
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、
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）
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白
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曽
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白
自
伝
』
上
集
（
聯
経
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版
事
業
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司
、
一
九
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八
年
）

曽
虚
白
「
曽
虚
白
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五
）
」
（
『
民
国
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案
』
第
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期
、
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0
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0
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※
本
書
末
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「
文
献
リ
ス
ト
l

も
参
照

一
九
四
二
年
）

一
九
四
一
年
）

(
4
)

「
広
播
週
報
J

は
日
中
戦
争
の
影
響
に
よ
り
一
五

0
期
(
-
九
三
七
年
八
月
）
で
停
刊
。
一
九
三
九
年
一
月
重
慶
で
一
五
一
期
が
復
刊
さ
れ
た
が
、
重

慶
爆
撃
に
よ
り
印
刷
所
が
被
害
を
う
け
一
九
六
期
(
-
九
四
一
年
四
月
）
で
再
び
停
刊
。
そ
の
後
社
内
情
報
誌
と
し
て
『
広
播
通
訊
」
が
二
十
数
期
刊

行
さ
れ
た
が
発
行
部
数
は
限
ら
れ
て
い
た
。
終
戦
と
と
も
に
、
『
広
播
週
報
』
は
再
々
度
復
刊
さ
れ
、
一
九
七
期
（
一
九
四
六
年
五
月
）
か
ら
三
―
―
―

期
（
一
九
四
八
年
十
二
月
）
ま
で
続
い
た
。
台
北
の
国
民
党
中
央
委
員
会
党
史
会
所
蔵
の
『
広
播
週
報
』
に
は
、
「
中
央
宣
伝
部
図
書
l

の
印
が
あ
る
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文
書
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A
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六
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年
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国
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史
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・
国
民
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中
央
広
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業
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処
襦
案
（
全
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三
六
八
）

資
料
④
中
国
第
二
歴
史
椙
案
館
・
注
偽
華
北
政
務
委
員
会
構
案
（
全
宗
号
二

0
0五）
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⑤
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国
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史
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民
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案
（
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宗
号
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）
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京
市
樅
案
館
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華
北
広
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協
会
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案
（
全
宗
号
J

1
0九）

資
料
⑧
台
湾
・
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史
館
・
国
民
政
府
椙
案
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0
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八
七
九
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